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     ■A送トン数 i分担率      辱A送トン数i分担率      ｝gン数  i分担率
輸出貨物量 162・979・935i99・62％61乳2・2iα38％     ■P63，597，137i100．0％
輸入貨物量 750，554，541i99．90％784，750iO．10％75L33駄291im・％
輸出入貨物量 913，534，476199．85％    圏P，401，952iO．15％ 914，936，428i100．0％
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         圏
図1－3輸出入コンテナ貨物品目別割合（輸入）1－es⊃
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長さ（L） 幅（W） 高さ（H） 最大総重量コンテナ





























































































































































































   22頁
表2－3 1SOシリーズ2及び非ISO規格コンテナの外法寸法及び最大総重量2’6）
全長（L） 全幅（W） 全高（H） 最大総重量コンテナ
































































































Z l9，293Z 4ZsZ 6Z7Z8Z9臼1四シェア（％）









Z IZ 2Z 3e 4Z sZ 6Z 718臼9の1匝〕シェア（％）
























合計コンテナ 取り扱い個数 555 100   ，
      注1）：特記がない内陸港はドイツの港
      注2）：コンテナ取り扱い個数は純個数
         （TEU換算は行っていない値）
コンテナの国内輸送機関として、一般的とは考えられないことが多
い。














             アメリカ合衆国・ワイオミング州
                 1992年11月 撮影：筆者
写真2－2 ヨーロッパにおける鉄道による輸出入コンテナ輸送
              オーストリア・ブレソナー峠付近





































































コンテナ車 道路法 道路運送車両法 道路交通法
規制関係 車両制限令 道路運送車両の 道路交通法
法規の名称 保安基準 施行令
所管官庁 建設省 運輸省 警察庁
20f七 全高 法規内 法規内 法規内
コンテナ 全長 法規内 法規内 法規内
車の 全幅 法規内 法規内 法規内
規制 車両総重量 抵触 抵触 規制なし
項目 軸重 法規内 法規内 規制なし
40f七 全高 法規内 法規内 法規内
コンテナ 全長 抵触 抵触 法規内
車の 全幅 法規内 法規内 法規内
規制 車両総重量 抵触 抵触 規制なし
項目 軸重 法規内 法規内 規制なし
法規に抵触した 特殊車両 車両保安基準の 制限外積載
場合の特認措置 通行許可 緩和特例 の許可
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全車嗣一高
図2－4コンテナ車と一般乗用車の大きさの比較         文献2’一1）から作成





















































































































Integrated Concept on Vehicle Dimensions． Commis－























David J． DeBoer， PIGGYBACK and CONTAINERS 一 A His－
tory of Rail lntermodal on America’s Steel Highway，
Golden Wes七Books，1992年
Gueterwagen， Fuer jedes Gut den passenden Wagen，
Schweizerische Bundesbahnen，1989年9月
CARRIAGE OF GOODS 1990 Railways， P．36n－P．42， Sta’








































































































①  為替相場3－3） 円
②  製品輸入額3－3） 100万米ドル
③  輸出総額3－3） 100万米ドル
④  対米輸出額3－3） 100万米ドル
⑤  対米輸入額3－3） 100万米ドル
⑥  対EC輸出額3－3）100万米ドル
























製品輸入額 100万ドル0，5104．3×10－414．884@   … 24．8i1．825輸出総額 100万ドル0，495 1．6×10『4i4．754  1P9．Oi1．494
対米輸出額 100万ドル0，5434・6×1・一4奄T・2・9   1Q2。5i1．714
対米輸入額 100万ドル0，458 9．7×10『4i4．429    「 19．gi1．391
説  明  変  数
対EC輸出額100万ドル0，524 8．9×10－4i5．022    1 24．6i1．837
対EC輸入額100万ドル0，506 1．5×10 3i4．848




    …6．1×10－4｛4．671
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                    為替相場
150 200 260 300 S50 400 （円）
図3－240ftコンテナ比率と為替相場の関係









   0
十
十
十    十
＋  キ











                        製品輸入額
0    40000  80000  120000  160000 （百万＄）
  図3－340ftコンテナ比率と製品輸入額の関係
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0     100000    200000    800000（百万＄）
  図3－440ftコンテナ比率と輸出総額の関係
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                          対米輸入額。 2eooo 4eooo 60000                        （百万＄）
 図3－6 40ftコンテナ比率と対米輸入額の関係
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日本一タイ間 日本一フィリピン問積載貨物@  の
@ 禾重：美心
Box Rate運賃（US＄） Box Rate運賃（US＄）
20ft 40ft40／20ft20f七 40ft40／20ft





















1，380 2，560 1．86 1，240 2，2601．82
準危険品 1，640 3，080 1．88 1，290 2，3701．84
危険品 2，050 3，9001．90 1，3452，4751．84’




















































































デ  一  タ  特  性
変  数  名
主成分





















































































R2乗＊     2pラメーターt値     【    2關剥?t値   2
0，510
     「一1．8×10－4i4．893     3    2
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      分節車両全長 （m）
図4－2 分節車両全長と分節車両総重量の関係
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     x一 pt  Z＝一 （4－1）    o
ここで、 Z：基準化データ
     x：原データ
     μ：データ群の平均値






























































































分類名 国・脇 変       数      名分析 全高 全幅 単車全長 分節全長 連結全長 鞭 夘デ煽駐 慰高謙 平均 4．23m 2．80随 16．7齪 22．〔㎞ 24。lm 10．2t 18．3t43．7t亥客圭二鉱アメリカ、カナダ
腱 0．23 0．37 4．894．02 2．Z7 0．39 1．47 5．㏄
響 シンがホ●→レ、日本、韓国、インドネシア、マレーシアジャマイカ、ガーナ 平均 3．40n 2．47猷 10．6m 12．3m 11．4凱 8．9t 7．Ot22．6t腱 0．21 0．07 1．14 0．98 5．06 1．74 7．05 4．38
轡 ボリビア、X 平均 4．加 2．舳 10．5蹴 15．？唾 0．伽 9．Ot 16．Ot 44．7t腱 0．4 0．0 0．5 0．35 0．0 1．0 4．0 6．7
自画鴎 シリア、モロッコ、
激¥ビエト 鞠 3．93m 2．5m 11．3m 16．3m ⑳．伽 1L7t0．Ot 36。3t
腱 0．09 0．0 0．47 2．脇 2．83 1．25 0．0 1．ゐ
襟蟹 平均 4．8皿 2．7m 1L㎞ 16．【h 18．舳 10．2t 18．Ot 42。Otインド 腱 一  一  一  一 一 一 鞘 一 一 一  一 一 一  一  一  一 一 一 嗣 葡 一 礁 蝉 一 一一 禰 鞠 ロ 一 一 一
議議 平均 4．13m 2．51皿 12．〔㎞ 16．9n 20．8紐 9．4t 15。4t 39．9t南｝ワリカ、台湾、刀力rメキシコ、コスタ励、フ“ラジルv肋“リア、ホ。一ランド、 腱 0．22 0．03 0．70 0．76 1．36 0．82 2．312．43






J誘拐銑ケニア、ペルー、ウルグアイ、エクアドル 穫 o．09 0．03 0．47 0．㎝ 1．駈 0．39 2．12 4．08
平均 4．06a 2．54m 11．6m 15．9n 19．2m12．9t 19．1t 40。8t中東
J略 朧 0．09 0．05 0．64 0．79 2．02 0．45L95 3．62
平均 4．15臨 2．50賢11．4齪・14．馳 17．？h 9．5t 15．8t30．3t懇 タンザニア、ザイール、激?[ゴスラビア、Wブラルタル、スイス、Cギリス㍉フィリピン、バーレーン 籐 0．19 0．0 0．70 1．49 2．15 1．19 2．35 3．76
平均 4．01m 2．53m 11。8m15．7■n 18．1㎝ 10．4t 15．5t 37．5t
全ての国および地域
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第5章 輸出入コンテナの内陸輸送における
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表5－1 道路規格規制値とコンテナ積載車規格値の比較5－1）’5－2）

































4．42 2．74 24．4 36．3
フランスの道路
K格最大値







































































































































































































































































































































車地送機関名比 較 項 目 自動車 鉄 道 内航船舶




































































団内航船舶  囲鉄道 囲自動車
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国 名 ドイツ フランス イタリア オランダ ベルギー ルクセンブルク
輸送個数 898，790 364，668638，087 186，800250，5132，808
総トン数
i1000トン）
11．7952） 6，45112，473 3，392 4，595 60
平均重量 13．1t2）17．7七 19．5七18．2t18．3t 21，4t
国 名 イギリス アイルランド デンマーク ギリシャ スペイン ポルトガル
輸送個数 583，4264，00051，982 8，5032 4，11312，149
総トン数
i1000トン）
7，856 1，136 774 168 3，682 276
















表5－5 鉄道輸送可能な輸出入コンテナのサイズと重量s“’O） ’5’1 1）
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CARRIAGE  OF  GOODS 1990 Road． S七a七istica1 0ffice
of The European Co．mmuni七ies， 1992
CARRIAGE OF GOODS 1990 lnland Waterways， Statis－































 。 Cas七le Island Terminal
 鉄道輸送設備：コンレイル鉄道が輸送サービスを提供。
e Jacksonville
 ． Blount lsland Terminal
 鉄道輸送設備：Seabord Coast Line Railroadが複線路線を保有
 している。
 ． Sea－Land Terminal
 鉄道輸送設備：Seaboard Coast Line Railroadが全米の鉄道への
 連絡輸送サービスを行っている。
●Ba1七imore
 ． South Locust Point Maifi T’erminal
 鉄道輸送設備：チェシー・システム鉄道（現在はCSX鉄道に吸収合
 併）がコンレイル鉄道との接続輸送サービスを行っている。











． HowlaRd Hook Container Terminal
鉄道輸送設備：チェシー・システム鉄道（現在はCSX鉄道に吸収合
併）が輸送サービスを提供。




 ． Norfolk lnternational Terminal
 鉄道輸送設備：鉄道輸送設備の総面積は40。5ha。
． Portsmouth Marine Terminal
鉄道輸送設備：鉄道輸送設備の総面積は20．2ha。































 ． ITS Terminal
 鉄道輸送設備：サザン・パシフィック鉄道がCFS構内まで引き込
 まれている。












 ． Maersk Line Termianl
 鉄道輸送設備：線路がバースまで乗り入れている。
 ・ NOL Terminal
 鉄道輸送設備：線路がNe．5バースに乗り入れている。
 ． Matson Terminal
 鉄道輸送設備：線路がCFSターミナル、および埠頭に乗り入れて
 いる。
 ． 7th Street Public Container T’erminal
 鉄道輸送設備：線路が2本乗り入れている。
e Portland
 ． Terminal 2
 鉄道輸送設備：3っの主要な鉄道によって、全てのコンテナター
 ミナルに鉄道輸送サービスが提供されている。








 ． San Francisco Contaifier Terminal－Pier 94 and 96
 鉄道輸送設備：サザン・パシフィック鉄道と接続している。
●Seat七1e
 ・ Terminal 5， 18， 37， 42， 2e． Pier 28
 鉄道輸送設備：各ターミナル毎に独立した鉄道輸送施設は存在し
 ないが、鉄道はオン・ドックでサービスされている。
 ． Terminal 25
 鉄道輸送設備：No．25ターミナルには鉄道が乗り入れている。
e Stockton








イ ギ リ ス
●Felixs七〇we
 ． Dooley Container Terrninal
 鉄道輸送設備：全てのバースが鉄道と接続している。







 ． ECT Terminal
 鉄道輸送設備：ターミナル施設内に長さ500m（1，640ft）の線路が
 3本平行に敷設されている。
 ’ WaalhaveR Pier 7 Terminal
 鉄道輸送設備：ターミナルの長さを超える5本の線路が敷設され
 ている。
 ． Seaport Terminal
 鉄道輸送設備：ヨーロッパの鉄道網と接続している。
 ． Princes Beatrixhaven／Prins Johari Frisohaven
 鉄道輸送設備：鉄道接続あり。
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イ ：タ リ ア
e Genoa





















． Mourepiane Container Terminal
鉄道輸送設備：5本の線路が敷設されている。
ナイ ジ ェ リ ア
e Lagos／Apapa





























































． West Swanson Dock Terminal
鉄道輸送設備：延長3，227mの鉄道側線が敷設されている。
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． East Swanson Dock Terniinal
鉄道輸送設備：3本の鉄道側線が敷設されている。
e SydRey













． Ferguson Wharf Container Terminal
鉄道輸送設備：施設の面積は1．26haで、延長が各365mの側線が2
本敷設されている。





サウ ジ ア ラ ビア
e Damman
． Damman Container Terminal




     （財） 海事産業面究所、1983
   ② 世界のコンテナターミナル図集
     日本港湾協会、1973
   ③「船社から見た米国鉄道の現況」、Container Age、
     1988年1月号、P．60～P．71
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第6章 結論と課題
6．1 結論
 各章での結論が次のように挙げられる。
 第1章で述べた問題意識を源に、輸出入コンテナの内陸輸送にお
ける問題に対する解決策の提言を行なうことなどを述べた。
 第2章では、我が国において、輸出入コンテナの内陸輸送で重要
な役割を担っている自動車輸送が、深刻な問題を内包していること
を明示した。
 第3章では、第2章で明らかになった、輸出入コンテナの自動車
輸送における問題発生の、主たる原因が輸出入コンテナサイズの大
型化にあることに注目し、輸出入コンテナ輸送活動は貿易活動の一
貫として行なわれているものであるという観点から、輸出入コンテ
ナサイズの大型化傾向と我が国の貿易活動との関連性について考察
した。その結果、輸出入コンテナの大型化の進行は明らかな事実で
あり、その大型化には、日本円の米ドルに対する為替相場や、我が
国が世界各国から輸入する製品量、そしてEC各国との貿易量がそ
れぞれ強く影響を及ぼしていることが判った。
 第4章では、これらの貿易活動で用いられている輸出入コンテナ
が、多国間を流通するものであるという前提の下に、輸出入コンテ
ナの内陸輸送で最も重要な自動車輸送に着目し、我が国を含む世界
各国が持つ道路規格と輸出入コンテナ規格との間で、それらの規格
間の整合性が保たれているかどうか分析を行なった。その結果、日
本の道路規格は世界でも最も低規格な部類に属していることが判り、
我が国よりも規格が高い道路規格を持つ国々との間で輸出入コンテ
ナ輸送が行なわれる場合に、規格の不整合により様々な問題が発生
し得ることが明らかになった。さらに、クラスター分析を用いて各
国の道路規格について詳しい分析を行なったところ、世界67ヶ国を
それぞれの国や地域が持つ道路規格によって、それぞれ特徴を持つ
頁 116
＃
9種類のグループに分類することができた。その結果、輸出入コン
テナの規格はその種類が限られているにもかかわらず、世界各国が
持つ道路規格には様々なタイプが存在しており、輸出入コンテナ規
格と各国の道路規格との問の整合性が必ずしも保たれていないこと
も明らかになった。
 第5章の前半では、第4章までの結果を踏まえ、各国の道路規格
と輸出入コンテナ規格の間で、整合性が保たれていない上に、輸出
入コンテナがさらに大型化、重量化しており、かつ、世界的に見て
日本の道路規格が極めて低規格であることなどから判断して、我が
国における輸出入コンテナの自動車輸送がその能力の限界に達して
いることを明らかにした。さらに第5章の後半では、第5章前半の
結果を受けて、限界に達している自動車による輸出入コンテナ輸送
問題を解決するために、自動車に代る代替輸送機関についての考察
を行なった。
 その結果、本研究で明らかにしてきた、輸出入コンテナの内陸輸
送による様々な問題を解決する方策として、輸出入コンテナ規格と
の間で最も整合性が保たれていると考えられる、鉄道輸送の導入が
必要であると結論できた。また、輸出入コンテナの内陸輸送に鉄道
を導入する場合の長所や、短所などの問題点と解決しなければなら
ない諸事項を明示した。
 鉄道を導入する最大の長所としては、
① 現在の鉄道の線路などの大規模施設に手を加えることなく、
 非ISO規格45ft輸出入コンテナまで輸送することができ、輸
 出入コンテナの大型化、重量化にも自動車に比べて．十分に対応
 できること。
② 鉄道の導入はこれらの規格的、物理的利点の他に、大気汚染
 などの環境面や労働力不足などの問題を解決することにも有効
 であること。
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などが明示できた。
その半面、短所としては、
① 鉄道と外航コンテナ船との結節点の不備
② 内陸鉄道貨物ターミナルにおける、輸出入コンテナ取扱施設
  の不備
などが明示できた。しかし、これらの問題点は自動車輸送による問
題を解決するために、道路施設に大規模な改修を行なうよりも、極
めて少額の投資で済むことが明らかになり、この点からも鉄道によ
る輸出入コンテナ輸送の必要性を示せたものと考えられる。
 このような各章での分析・考察によって、最終的に第1章で示し
た輸出入コンテナの内陸輸送における問題に対する解決策の提言が
行なえたと考えられる。また、輸出入コンテナの内陸輸送における
諸問題、そして問題を解決するための方策を明示できたことは、今
後、実際にこれらの問題の解決に向けて有益なものであると考えら
れる。
6．2 今後の課題
 本研究では、輸出入コンテナの内陸輸送における諸問題を、サイ
ズや重量といった規格的、物理的な側面から扱った。しかし、輸出
入コンテナ輸送は貿易活動や経済活動の一部として行なわれている
ために、輸出入コンテナの大型化による社会経済的な評価や、輸出
入コンテナの内陸輸送の需要分析や輸送費用分析などの側面からも
研究を行なわなければならないと考えられる。
 また、本研究では輸出入コンテナの規格的、物理的側面から扱う
と同時に、多国間を流通するものであるという前提の下に、輸出入
コンテナの内陸輸送における問題を、世界各国との繋がりという観
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点から扱ってきた。しかし、世界には数多くの国や地域が存在して
おり、本研究では入手できなかった情報など、様々な不備があると
思われ、より重要で濃密な情報やデータを収集するには、多くの労
力と時間が必要である。従って、今後もこのような観点に立った研
究は必要であると考えられ、さらに継続して行く必要があると思わ
れる。
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